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2015年〜2020年の日本語歌謡曲における特殊モーラ
─ 2組のバンドの対照を通して─

平 田 　秀

1.　はじめに

日本語（本論では共通語を指す）は、モーラを単位として音を数える言語であることが広
く知られている。日本語のモーラは、（ 1）の自立モーラと（ 2）の特殊モーラの 2種に分
けられる。（ 2）の特殊モーラは、さらに（2a）～（2d）の 4種に分類される。

（ 1）　自立モーラの例：あ、か、さ…
（ 2）　特殊モーラ（以下、Mと表記する場合あり）

a.　二重母音の第 2モーラであるイ音1）（/J/）： あい、くい、こい…
b.　長母音の第 2モーラ 2）（/R/）： コーヒー、けいえい、とうきょう…
c .　撥音（/N/）： かん、きん…
d.　促音（/Q/）： おもった、ポケット…

（ 1）の自立モーラと（ 2）の特殊モーラは、等しく 1モーラ分の音韻論的な長さをもつ。
俳句や川柳、短歌における「五」「七」は、「5モーラ」「7モーラ」に言い換えられる。
（ 3）は、公益社団法人全国有料老人ホーム協会が 2020年 9月に発表した「第 20回シル
バー川柳」3）の入選作品のうち、特殊モーラを含むものの例である。

（ 3）　特殊モーラを含む川柳の例（かな表記、分かち書き、下線は筆者による）
a.　ばあさんの　てづくりマスク　いきできず
b.　テレワーク　やってみたいが　おれむしょく

（ 3）の通り、自立モーラと特殊モーラは等しく 1モーラの長さをもつものとして扱われ
る。その一方で、特殊モーラは（ 4）に示す通りの、自立モーラと比較して自立性が低いと
いう性質をもつ。

（ 4）　特殊モーラの自立性の低さを反映した現象
a.　自立モーラは単独で音節を形成できるが、特殊モーラは単独で音節を形成でき
ず、先行する自立モーラと合わせて音節を形成する。

b.　アクセント（下げ核）4）は、特殊モーラが担わない傾向がある（上野善道 2003：69）。

（4a）で示した通り、特殊モーラは単独で音節を形成できない。特殊モーラをめぐって、
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日本語の音節は（ 5）の 2種が存在する。

（ 5）　日本語の 2種の音節（Cは子音、Vは母音を表す）
a.　軽音節（1モーラ 1音節）：CV／ V あ、か、さ…
b.　重音節（2モーラ 1音節）：CVM／ VM あい、きょう、かん、あっ…

日本語の音の長さを数える単位がモーラであることはさきに述べたが、（ 4）の通りの特
殊モーラの自立性の低さから、日本語のリズムを分ける単位（分節単位）がモーラであるの
か音節であるのかが注目されてきた。
言語の分節単位を反映するものの一例として、歌謡が挙げられる。Vance（1987：67–

70）では、日本の童謡・唱歌の楽譜を示し、

・図 1a、図 1bのように、1モーラに対し 1つの音符が付与されるのが基本である。
・2モーラが 1つの音符に付与される場合は、（5b）の 2モーラ 1音節の重音節が付与さ
れる場合（図 2）が圧倒的に多く、特殊モーラを含まない 2モーラ 2音節に 1つの音符
が付与される場合（図 3）は稀である。

以上を指摘している。

a. ♪ ♪ b. ♪ ♪ ♪ ♪
｜ ｜ ｜ ｜ ／＼ ／＼

CV CV CV M CV　M CV　CV

図 1　1モーラ 1音符 図 2　2モーラ 1音節 1音符 図 3　2モーラ 2音節 1音符

本論では、近年の日本語歌謡曲を分析対象として、特殊モーラが自立性をもつか否か、ひ
いては歌謡曲におけるリズムの分節単位がモーラであるのか、音節であるのかについて考察
する。図 1bのように特殊モーラに独立した 1つの音符が付与されていれば、その特殊モー
ラは自立性をもち、分節単位はモーラとみなす。図 2のように、先行する自立モーラと特
殊モーラの 2モーラ 1音節全体に 1つの音符が付与されていれば、その特殊モーラは自立
性をもたず、分節単位は音節であると判断する。
歌謡の分析を通して日本語のリズムの分節単位を考察する先行研究は、氏平明（1996）、

窪薗晴夫（1999）、田中真一（2000, 2008）、平田秀（2019）が挙げられる。これらの先行
研究は、いずれも楽曲の 1番の歌詞において、特殊モーラが独立した 1つの音符を付与さ
れているかを基準に特殊モーラの自立性を分析している点で共通している。

（ 6）　歌謡を用いた日本語リズムに関する諸先行研究の概略
・氏平（1996）：

→　3種の資料（資料 1：明治に作詞作曲された童謡や地方の民謡それに現代の
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ポップスまで多種多様な曲が 111曲納められているもの、資料 2：明治・大正・
昭和（戦前）に作詞作曲された、音楽の教科書に載っている曲を納めたもの、資
料 3：今日まで伝承されているわらべうたを採取録音して、昭和 36年頃楽譜化
したもの）を分析対象としている。
→　特殊モーラの自立性は、上記資料 1と資料 2で /J/>/R/>/N/>/Q/の順で高く、
資料 3で /J/>/Q/>/N/>/R/の順で高い。

・窪薗（1999）：
→　『NHK日本の歌・ふるさとの歌 100曲』に掲載の全 100曲を分析対象として
いる。
→　特殊モーラの自立性は、/J/>/R/>/N/>/Q/の順で高い。

・田中（2000, 2008）：
→　1930～1998年に作曲された歌謡 866曲を分析対象としている。
→　特殊モーラの自立性は、/J/>/N/>/R/>/Q/の順で高い。

・平田（2019）：
→　2018年に発表された楽曲 24曲、シンガーソングライター・星野源の楽曲 37
曲、シンガーソングライター・米津玄師の楽曲 28曲を分析対象としている。

→　特殊モーラの自立性は、2018年の楽曲および米津の楽曲では /J/>/N/>/R/> 
/Q/の順で高く、星野の楽曲では /N/>/J/>/Q/>/R/の順で高い。

本論で分析の対象とする楽曲については、次の第 2節で詳述する。続く第 3節で分析結
果を示す。第 4節では、本論の分析結果を諸先行研究の分析結果と対照し、考察を加える。
第 5節はまとめである。

2.　分析の対象

本論では、以下の（7a）（7b）に示す楽曲を分析対象とする。

（ 7）　本論の分析対象
a .　『バンドスコアO�cial髭男 dism Selection』『バンドスコアO�cial髭男 dism
『Traveler』』に掲載のO�cial髭男 dismの楽曲 25曲（2015年～2019年発表）

b .　『BAND SCORE 白日／Vinyl』『FAIRY PIANO PIECE No.1638 The hole』
『BAND SCORE PIECE No.2201傘』に掲載の King Gnuの楽曲 8曲（2017年～
2020年発表）

（7a）の O�cial髭男 dism、（7b）の King Gnuは、2020年現在、若年層に中心に人気
を集めるバンドである。（ 8）（ 9）に両バンドの概要を述べる。

（ 8）　バンド・O�cial髭男 dism（オフィシャルひげだんディズム）について5）
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・2018年にメジャーデビューをした男性 4人組のバンドである。
・2018年～2019年の間にアルバム CDを 2枚発表した。
・映画主題歌として使用された 2019年 5月の楽曲「Pretender」が、2020年 9月 25
日現在で YouTubeにおいて再生回数 2億 5000万回、有料ストリーミング配信サー
ビスにおいて再生回数 2億 3000万回（オリコン社調べによる）を超えるヒットと
なった。

（ 9）　バンド・King Gnu（キングヌー）について6）

・2019年にメジャーデビューをした男性 4人組のバンドである。
・2019年～2020年の間にアルバム CDを 2枚発表した。
・テレビドラマ主題歌として使用された 2019年 2月の楽曲「白日」が、2020年 9月

25日現在で YouTubeにおいて再生回数 2億 7000万回、有料ストリーミング配信
サービスにおいて再生回数 1億 9000万回（オリコン社調べによる）を超えるヒット
となった。

この 2組のバンドは、キャリアが似ており、かつ 2019年にインターネット上の配信サー
ビスで大ヒットを記録した楽曲を発表し、2020年 9月現在で若年層を中心に多大な人気を
集めている点で共通している。また、本論で対象とする楽曲はいずれも作詞と作曲を同一の
人物が担当しており、作詞と作曲が別に行われる場合と比べて、制作者の言語のリズムに対
する直観がより反映されやすいと考えられる。
第 3節で、O�cial髭男 dismの楽曲・King Gnuの楽曲に分けて、特殊モーラの自立性
を分析する。図 1bのように特殊モーラに独立した 1つの音符が付与されていれば、その特
殊モーラは自立性をもち、リズムの分節単位はモーラであると判断する。図 2のように特
殊モーラと先行する自立モーラの 2モーラに合わせて 1つの音符が付与されていれば、そ
の特殊モーラは自立性をもたず、リズムの文節単位は音節であるととらえる。
また、楽曲の 1番の歌詞を対象として分析を行う。これは、第 1節で概略を示し、第 4
節で本論のデータと対照を行う諸先行研究が、1番の歌詞を対象として分析が行われている
ためであり、諸先行研究のデータと本論のデータに統一性をもたせることが目的である。

3.　分析結果

本節では、第 2節（ 7）で挙げた楽曲中に出現した特殊モーラの自立性を分析する。本
節で行った統計処理には、R Core Team（2016）を使用した。

3.1.　Official 髭男 dism の楽曲・King Gnu の楽曲の特殊モーラの自立性
表 1に、（7a）（7b）の資料ごとに、特殊モーラが自立性をもつと判断されるケースと自
立性をもたないと判断されたケースの数を示す。
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表 1　Official 髭男 dism（7a）・King Gnu（7b）の楽曲における特殊モーラの自立性

（7a） （7b） 合計

自立性あり 496 （59.6%） 102 （45.9%） 598 （56.7%）

自立性なし 336 （40.4%） 120 （54.1%） 456 （43.3%）

合計 832 （100.0%） 222 （100.0%） 1054 （100.0%）

表 1の通り、（7a）の O�cial髭男 dismの楽曲と、（7b）の King Gnuの楽曲で、自立
性をもつ特殊モーラの割合に差がみられた。

O�cial髭男 dismの楽曲においては、出現した全部で 832例の特殊モーラのうち、
59.6%にあたる 496例の特殊モーラに自立性が認められた。それに対し、King Gnuの楽
曲では、出現した全部で 222例の特殊モーラのうち、自立性が認められたものは 45.9%に
あたる 102例にとどまった。
表 1に示したO�cial髭男 dismの楽曲と King Gnuの楽曲の 2群における、自立性の認

められる特殊モーラの出現頻度について有意水準 5%でカイ二乗検定を行った結果、2群間
に有意な差が認められた7）。O�cial髭男 dismの楽曲における特殊モーラは、King Gnuの
楽曲と比べて自立性が高いと言え、前者はよりモーラをリズムの分節単位とする傾向が強
く、後者はより音節を分節単位とする傾向にあると言える。
本節では、2組のバンドの楽曲において、特殊モーラの自立性に差がみられるという結果

が得られた。その一方で、（ 2）で示した二重母音の第 2モーラであるイ音、長母音の第 2
モーラ、撥音、促音の 4種の特殊モーラの種類別の自立性の差をみると、2組のバンド間で
共通する特徴がみられた。次節 3.2.節で、4種の特殊モーラ別の自立性について分析する。

3.2.　特殊モーラの種類別の自立性の差
本節では、（ 7）に示した 2組のバンドの楽曲ごとに、（ 2）の 4種の特殊モーラの種類

別の自立性の差を分析する。

3.2.1.　Official 髭男 dism の楽曲における特殊モーラの自立性

O�cial髭男 dismの楽曲に出現した 4種の特殊モーラ別の種類別の自立性は、表 2に示
す通りである。

表 2　Official 髭男 dism の楽曲における特殊モーラの自立性

/J/ /R/ /N/ /Q/ 合計

自立性あり 182 （83.1%） 156 （58.9%） 127 （73.0%） 31 （17.8%） 496 （59.6%）

自立性なし 37 （16.9%） 109 （41.1%） 47 （27.0%） 143 （82.2%） 336 （40.4%）

合計 219 （100.0%） 265 （100.0%） 174 （100.0%） 174 （100.0%） 832 （100.0%）
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表 2に示した通り、/J/>/N/>/R/>/Q/の順で自立性の認められる特殊モーラの割合が高
いという結果が出た。ボンフェローニ補正を用いて8）有意水準 5％でカイ二乗検定を行った
結果、（10）に示す通り、/J/と /N/を除くすべての 2群間で有意差が認められた。

（10）　O�cial髭男 dismの楽曲における特殊モーラ間の出現頻度の差
a.　 /J/と /N/ ：有意差が認められなかった。  （n=393,χ2=5.9049, df=1, p=0.0151）
b.　 /J/と /R/ ：有意差が認められた。 （n=484,χ2=33.437, df=1, p<0.001）
c.　 /J/と /Q/ ：有意差が認められた。 （n=393,χ2=166.5, df=1, p<0.001）
d.　 /N/と /R/ ：有意差が認められた。 （n=439,χ2=9.1423, df=1, p=0.0025）
e.　 /N/と /Q/ ：有意差が認められた。 （n=348,χ2=106.83, df=1, p<0.001）
f.　 /R/と /Q/ ：有意差が認められた。 （n=439,χ2=72.391, df=1, p<0.001）

3.2.2.　King Gnu の楽曲における特殊モーラ

King Gnuの楽曲に出現した 4種の特殊モーラ別の種類別の自立性は、表 3に示す通りで
ある。

表 3　King Gnu の楽曲における特殊モーラの自立性

/J/ /R/ /N/ /Q/ 合　計

自立性あり 41 （65.1%） 28 （45.2%） 19 （46.3%） 14 （25.0%） 102 （45.9%）

自立性なし 22 （34.9%） 34 （54.8%） 22 （53.7%） 42 （75.0%） 120 （54.1%）

合計 63 （100.0%） 62 （100.0%） 41 （100.0%） 56 （100.0%） 222 （100.0%）

表 3に示した通り、/J/>/N/>/R/>/Q/の順で自立性の認められる特殊モーラの割合が高
いという結果が出た。この順は、表 2で示したO�cial髭男 dismの楽曲における特殊モー
ラの自立性の順と同一である。ボンフェローニ補正を用いて 9）有意水準 5％でカイ二乗検定
を行った結果、（11）に示す通り、/J/と /Q/の 2群間のみに有意差が認められた。
King Gnuの楽曲における特殊モーラ間の自立性については、統計的な有意差は認められな
かったものの、これは分析対象とした楽曲数の少なさが関係していると考えられ、全体とし
ては /J/>/N/>/R/>/Q/という、O�cial髭男 dismの楽曲と同一の傾向があると言える。

（11）　King Gnuの楽曲における特殊モーラ間の出現頻度の差
a.　/J/と /N/ ：有意差が認められなかった。 （n=104,χ2=3.5727, df=1, p=0.059）
b.　/J/と /R/ ：有意差が認められなかった。 （n=125,χ2=5.013, df=1, p<0.025）
c.　/J/と /Q/ ：有意差が認められた。 （n=119,χ2=19.159, df=1, p<0.001）
d.　/N/と /R/ ：有意差が認められなかった。 （n=103,χ2=0.013855, df=1, p=0.9063）
e.　/N/と /Q/ ：有意差が認められなかった。 （n=97,χ2=4.8028, df=1, p=0.02841）
f.　/R/と /Q/ ：有意差が認められなかった。 （n=118,χ 2=5.2172, df=1, p=0.022）
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第 4節で、本論で扱った 2組のバンドの楽曲についての分析結果と、歌謡についての分
析を行った諸先行研究の分析結果を対照し、その異同について論じる。

4.　先行研究と本論の 2 種の資料の対照
本節では、第 1節で挙げた諸先行研究と、第 3節で分析した 2組のバンドの楽曲におけ

る特殊モーラの自立性を対照する。
諸先行研究と本論が分析対象とした資料の、（ 2）に挙げた 4種の特殊モーラ間の自立性
の差を表 4に示す。表 4は、平田（2019：111）で示した表に、本論の資料を追加したもの
である。

表 4　先行研究と本論が分析対象とした資料における特殊モーラの自立性
（平田 2019：111をもとに本論の資料を加えて再作成）

資　料 特殊モーラの自立性

a.氏平（1996）資料 1
b.氏平（1996）資料 2
c.窪薗（1999）

/J/ > /R/ > /N/ > /Q/

d.氏平（1996）資料 3 /J/ > /Q/ > /N/ > /R/

e.田中（2000, 2008）
f. 平田（2019）2018年の楽曲
g.平田（2019）米津
h.本論　O�cial髭男 dism
i. 本論　KingGnu

/J/ > /N/ > /R/ > /Q/

j. 平田（2019）星野 /N/ > /J/ > /Q/ > /R/

表 4中の a～ jを見ると、/J/の自立性の高さが目立つ。/J/以外の特殊モーラについては、
資料により自立性の高さはさまざまである。
この資料間の特殊モーラの自立性の差については、平田（2019：112）において、田中

（2008：69）で示された特殊モーラの階層に 2つの基準を用いて、（13）～（15）の通りの説
明がなされている。

（12）　特殊モーラの階層に関する 2つの基準（田中 2008：69・［+son］は共鳴音を、［－
son］は阻害音を表す）
a.　ソノリティー 10）：

/J/ /R/ >> /N/ >> /Q/
V >> C［+son］ >> C［－ son］

b.　安定性：
/J/ /N/ >> /R/ /Q/

独自の音色あり >> 独自の音色なし
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（13）　表 4中の a～cの /J/>/R/>/N/>/Q/という序列は、上野（1984：53）で示されて
いる、日本語諸方言においてアクセント核を担いやすい特殊モーラの序列として示さ
れているものと同一である。また、（12a）のソノリティーの面では、母音性の /J/と
/R/が上位に位置し、共鳴音の子音である /N/が続き、もっとも自立性が低いのが阻
害音の子音である /Q/となる。表 4中の a～ cの結果は、この（12a）の序列に従っ
た結果であると考えられる。（平田 2019：111–112）。

（14）　表 4中の e～ jの 6種の資料については、いずれも /J/と /N/の自立性が高く、/
R/と /Q/の自立性が低く出たことが共通している。これは、（12b）の安定性の階層
の序列に従ったものと考えられる。/J/と /N/は先行する自立モーラとは別の音色を
もつ特殊モーラである。それに対し、/R/は先行する自立モーラの母音と同一の音色
を、/Q/は後続する自立モーラの子音と同一の音色をもち、/R/と /Q/はそれ自身で
独自の音色をもたない特殊モーラであると言える。この安定性の観点からは、/J/と
/N/の自立性が高いと判断され、/R/と /Q/は自立性が低いととらえられる。（平田
2019：112を元に本論の分析対象を加筆）。

（15）　表 4中の dについては、/Q/の自立性が高く出た点で、他の資料と結果が異なり、
（12a）（12b）の 2つの基準にも沿わない結果である。氏平（1996：74）では、/Q/
の自立性の高さについて、「無音の長さの方が聞き取りには実在感があるという結果
かもしれない」と述べられている。/J/の自立性の高さ、/R/の自立性の低さといっ
た面では、（12b）に沿う結果であると言える（平田 2019：113）。

本論で扱った 2組のバンドの楽曲における特殊モーラの自立性は、/J/>/N/>/R/>/Q/の
順で高いという点が共通しており、この順は複数の先行研究の資料と同一であった。
（13）で示した通り、表 4中の a～cは、日本語諸方言のアクセント上のふるまいと同じ

/J/>/R/>/N/>/Q/の順で自立性が高いという結果であった。これらはいずれも伝統的な歌
謡を資料として用いたものであり、より自然言語に近いふるまいがみられたと解釈できる。
（14）の近年の歌謡曲を中心とした資料における、/J/と /N/の自立性が高く、/R/と /Q/の
自立性が低く出たというふるまいは、自然言語における特殊モーラのふるまいとは別の、作
詞作曲の技法において、独自の音色をもたない /R/や /Q/は、先行する自立モーラと合わ
せて 1つのリズムをもつものとして扱われやすいものととらえる。

5.　ま と め

本論では、2020年現在若年層を中心に人気を集める 2組のバンド・O�cial髭男 dismと
King Gnuの 2組のバンドの楽曲間の特殊モーラの自立性について、その異同を論じた。特
殊モーラの自立性の点では、O�cial髭男 dismの楽曲における特殊モーラの自立性は、
King Gnuの楽曲における特殊モーラよりも有意に高いという結果が得られた。O�cial髭
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男 dismの楽曲はモーラをリズムの分節単位としている性格が強く、King Gnuの楽曲は音
節を分節単位とする性格が強いとまとめられる。その一方、特殊モーラ間の自立性の差につ
いては、2組のバンドとも /J/>/N/>/R/>/Q/という同一の順で自立性が高いという結果で
あった。この序列は、田中（2008：69）の指摘する「安定性の基準」で説明がつけられる
ことを述べた。
第 4節で、日本語諸方言のアクセント上のふるまいの点では、/J/>/R/>/N/>/Q/の順で
自立性が高いことを示した。この序列は、先行研究における伝統的な歌謡における特殊モー
ラの自立性の差と同一である。本論で扱った近年の歌謡曲においては、特殊モーラの自立性
において、自然言語とは別のふるまいが観察された形となる。近年の歌謡曲にみられる作
詞・作曲の技法を、自然言語の音韻論に還元することを今後の課題としたい。

註

1）　本論では、亀井孝・河野六郎・千野栄一編（1996：1039）に従い、ア段・ウ段・オ段母音に
後続する場合のイ音を /J/として扱う。イ段・エ段母音に後続するイ音は /R/として本論では扱う。

2）　本論では、以下の a～ dを /R/とする。
a. 　音引き（ー）を用いて表記される音： ガール、パーティー…
b. 　同一母音が連続している場合の 2モーラ目： ああ、ねぇ…
c. 　エ段母音に後続するイ音： えいえん、きれい…
d. 　オ段母音に後続するウ音： とうきょう、でしょう…

3）　https://user.yurokyo.org/event/event000001-2/（2020年 9月 25日閲覧）
4）　上野善道（1992：11）で定義されている、日本語アクセント論上の概念である。それぞれのモー
ラが担い手となる、音調の下がり目を規定する要素である。「単語の中でどのモーラが担い手と
なるか」が問題になる要素であるという点で、諸言語における強勢（stress）になぞらえられる。

5）　以下のウェブサイトを参照した（いずれも 2020年 9月 25日閲覧）。
・https://higedan.com
・https://youtu.be/TQ8WlA2GXbk
・https://ranking.oricon.co.jp

6）　以下のウェブサイトを参照した（いずれも 2020年 9月 25日閲覧）。
・https://kinggnu.jp
・https://youtu.be/ony539T074w
・https://ranking.oricon.co.jp

7）　カイ二乗検定の結果は以下の通りである。
n = 1,054, χ2 = 13.34, df = 1, p < 0.001

8）　検定を 6回繰り返したため、p < 0.008 の場合に有意差を認めた。
9）　検定を 6回繰り返したため、p < 0.008 の場合に有意差を認めた。

10）　ソノリティーとは、日本語できこえとも呼ばれ、同一条件下で発音された種々の音の相対的な
大きさを指す（亀井・河野・千野編 1996：264）。亀井・河野・千野編（1996：264）では、一
般に無声閉鎖音＜有声閉鎖音＜無声摩擦音＜有声摩擦音＜鼻音＜流音＜狭母音＜広母音の順でソ
ノリティーが大きくなることが示されている。
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